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１．はじめに 
巨大地震による被害推定を行う上で，広域における広帯域の地震動特性を精度良く評価できるようにすること
は重要である．そのためには，より高度化された地盤モデルの構築が重要な課題の一つである． 
防災科研ではこれまでに，広帯域(0.1Hz～10Hz程度)の地震動特性を評価できるような地盤モデルを構築するた
め，特に浅部と深部地盤の双方に影響のある周期付近（0.5～2.0 秒）の地震動をうまく説明する上で重要とな
るボーリングデータおよび物性値データ（主に微動観測データ）を収集し，浅部・深部を結合した地盤モデル
を作成してきている．現在，防災科研では，内閣府SIP「レジリエントな防災・減災機能の強化」の⑤「リアル
タイム被害推定・災害情報収集・分析・利活用システム開発」のテーマの1つである「地震被害推定のための地
下構造モデルの構築」において，関東・東海地域の広域地盤モデルの構築を実施している． 
本検討では，SIP事業として2014年度後半から2015年度に極小・不規則アレイ微動観測を実施した関東1都6県を
対象として，極小・不規則アレイ微動観測記録から得られる1次元S波速度構造や2次元S波速度構造断面を用い
て，既存のボーリングデータや表層地質情報に基づいて作成された初期地質モデルの修正を行い，当該地域に
おける浅部地盤モデルの高度化を試みる．ここでは特に，浅部・深部統合地盤モデルの構築を目標に据えてい
ることを踏まえ，浅部および深部地盤の遷移領域に相当すると考えられる工学的基盤面周辺
（Vs300m/s～500m/s層程度）の速度構造に着目した検討を行う． 
２．極小アレイ微動観測 
常時微動観測については，関東地域の主に低地・台地において，アレイ半径60cm の「極小アレ
イ」，3m～10mの「3 点不規則アレイ」を実施している．極小アレイおよび3点不規則アレイ観測は主に，公道
上や地震観測点（K-NET，KiK-net，SK-NET および気象庁）など合計で約5,000地点（2016年2月現在）において
実施した．観測機器としては，一体型常時微動観測機材JU210，JU215およびJU410（白山工業社製）1)を用い
て，約1～2km 間隔で各地点15分間の観測を行った．また，サンプリング周波数は100Hzもしくは200Hz とし
た． 
３．浅部地盤S波速度構造の解析手法 
本検討では，近年の研究2)～5)で提案・高度化されている微動観測に基づく浅部地盤探査手法により，1次元S波
速度構造の評価を行う．解析は微動解析ソフト「BIDO」等を用いて，以下の手順で行う． 
(1) 分散曲線およびH/Vスペクトル比の自動解析，読み取り 
(2) AVS30等の増幅特性の抽出 
(3) 分散曲線の直接変換（Simple Profiling Method；SPM） 
(4) H/Vスペクトル比の深度変換等 
(5) 簡易逆解析（Simple Inversion Method；SIM）等の逆解析処理 
以上により得られる1次元S波速度構造や2次元S波速度構造断面にて，既存の初期地質モデルと比較・検討した
上で，必要に応じた修正を行う． 
(6) Vs350およびVs500上面深度の抽出 
４．まとめ 
本検討では，関東地域の主として低地・台地における極小アレイ微動観測で得られたデータに基づいて，1次元
S波速度構造や2次元S波速度構造断面を推定して，当該地域における既存の初期地質モデルと比較・検討した上
で適切に修正する．特に，工学的基盤面周辺（Vs300m/s～500m/s層程度）に着目した浅部地盤モデルの高度化
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を試みている． 結果の詳細については，大会にて報告予定である． 
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